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【平成２９年度 検証結果】 

検証結果   当初目標に対し、期待以上の成果があった。 

具体的には、超微粒子吸着剤としての微粉炭の吸着容量増加のメカニズムと低競

合吸着性、最適粒度、再利用可能性などを明らかにし、高機能凝集剤ポリ塩化アルミ

ニウムの有効成分と製造反応条件、酸化処理の高機能化、セラミック膜分離技術につ

いても研究成果を上げ、水処理技術の革新の道を開いた先端的研究である。 
さらに、国内外の著名な学術雑誌、シンポジウムにも研究成果が公表されており、

成果の公表という面でも申し分ない。 
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【平成２７年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

超微粒子吸着剤、高機能凝集剤、酸化処理の高機能化、セラミック膜分離技術についての研究成果に

より水処理技術の革新を実現しようとする先端的研究であり、年次計画どおりの成果を上げるととも

に、東日本大震災による水道水源汚染に対する放射性ヨウ素の除去方法など目標を上回る幾つかの成果

も上げている。 

国際学術誌などに論文として多くの研究成果が発表され、またその幾つかは実用にも供されている。 

要素技術に関して計画を超える研究の進展があり、研究目的である水処理技術の革新的システムの実

現を期待したい。 


